
【業務】

表彰の理由業務名 佐賀中部地区排水計画(案)策定業務

　国営総合農地防災事業「佐賀中部地区」で造成された
排水施設について、地区内での現況排水に対する課題解
決のための排水計画（案）を策定するもの。

 〇計画排水解析
 〇排水計画（案）の策定
 〇排水計画（案）の概略比較
 〇施設整備計画（案）の策定

実施場所 佐賀県佐賀市及び小城市地内

業務概要

受注者

　本業務は、「佐賀中部地区」の排水解析を実施し、
整備水準を満たす排水計画（案）及び施設整備計画
（案）を作成するもので豪雨の影響を踏まえた高度な
専門知識や技術が求められる業務であった。
　計画排水解析に当たっては、過年度の排水解析モデ
ルを用いて行うことを想定していたが、近年の豪雨に
よる被害状況と再現解析に乖離があることが判明した
ことから、関係機関への被害状況等のヒアリングや乖
離の要因箇所の簡易測量を実施し、解析モデルの精度
向上を図った。
　また、排水計画（案）及び施設計画（案）の策定に
あたっては、①整備水準を満たさない排水ブロックの
現地踏査を基に、排水路のボトルネック解消や排水量
の増加、盤上げ、排水機場の機能強化などの対策を検
討、②排水機場の機能強化について、既存施設の利用
適否を考慮し、更新整備案と統廃合案を比較検討。な
お、施設の統廃合案は、省力化につながる対策とし
て、他地区でのモデル的な検討となることが期待され
る。

　以上のとおり、本業務はその成果が特に優秀で、他
の模範となるものであるので、優良業務として表彰す
る。

実　施　状　況　等

NTCコンサルタンツ（株）九州支社

契約額 38,060千円（税込）

工　期 令和５年４月17日～令和６年３月21日

【排水解析検討フロー】

【排水計画検討フロー】

豪雨時湛水箇所の農地周辺 排水施設の状況

久 保 田 3 号 排 水 路 （ 農 水 省 ）

福所江

干拓排水P（佐賀市）
久保田第2排水P（農水省）

有明海

自然排水樋門
（佐賀県）

久保田3号排水路（農水省）

・排水不良区域、面積、湛水深、湛水時間の整理

・排水要因の整理

・対象区域の排水系統

・排水河川の外水位、計画高水位

・対象範囲の排水量(自然排水、機械排水)、排水路の通水能力

・道路等の非農地と農地の標高差

・局所的に通水能力が低い場合

・外水位に余裕がある場合 ・潮遊池に余裕がある場合 ・余裕がある系統が近傍にある場合

・畦畔の嵩上げを含む。・同一路線末端に複数の機
場がある場合は、機場の統
合を含む。

・排水口の余裕があり、水路の
拡幅が可能な場合

・農地が局所的に低く、超過湛
水位が非農地以下の場合

・湛水要因が水路の越水の
場合は嵩上げを含む。

・水路途中の排水口の増設
を含む。

条件整理

排水不良区域の抽出

検討ケースの設定

水路の拡幅 排水量の増加 初期水位の低下 排水系統の変更 農地の盤上げ

今年度業務で見直した項目

排水流域分割

排水ブロック分割

基準雨量
・基準外水位

・潮位

・河川水位

流出解析
ブロック別・地目別・標高別

面積の集計

排水解析

排水施設

・排水機場

・排水路

・排水樋門

排水解析結果例



【業務】

47,069千円（税込）

 馬渡川頭首工湧水対策工の調査検討湧水状況の把握に
おいては、トレーサー試料やファイバースコープカメ
ラを用いて詳細な状況を把握した。これにより、コン
クリートや鉄筋の状態、擁壁背面の空洞状況などを確
認した。また、学識経験者の指導を受けて、浸透経路
の推察と対策工の検討を行い、成果物の品質向上に努
めた。

　具体的な調査・対策としては、ボーリング調査を実
施し、堰体が岩着していることを確認した。さらに、
試掘調査を行い、湧水箇所の空洞部をコンクリートで
埋め戻し、湧水を止める対策を実施した。これによ
り、湧水の発生原因を特定し、的確な対策を講じた。

　馬渡川頭首工の湧水対策について、緊急対応にもか
かわらず、令和６年２月末までに完了し、３月から取
水可能にした。
　具体的な対応として、対策工事の実施業者との打合
せを効率的に行い、河川増水による仮設物の損傷にも
迅速に対応し対策工事を完成させた。

　このように、緊急対応にもかかわらず、綿密な工程
管理と専門的な調査・対策を行い、湧水対策を行っ
た。

　以上のとおり、本業務はその成果が特に優秀で、他
の模範となるものであるので、優良業務として表彰す
る。

実　施　状　況　等

　本業務は、国営農業水利事業「南薩地区」で造成さ
れた施設の機能診断調査、機能保全計画作成及び馬渡
川頭首工湧水対策工の調査検討を行うもの。

〇機能診断作業（土木構造物、施設機械)
〇現地調査作業（土木構造物、施設機械)
〇湧水対策工の調査検討
　・ボーリング調査、標準貫入試験、試掘調査
　・湧水対策工の検討

事業名
国営造成水利施設ストックマネジメン

ト推進事業
表彰の理由

工　期
令和５年８月４日～令和６年３月
22日

業務名 南薩地区施設機能診断調査業務

実施場所 鹿児島県枕崎市及び南九州市地内

業務の概要

受注者 (株)三祐コンサルタンツ 九州支店

契約額

馬渡川頭首工 全景(令和5年11月15日)

無筋コンクリート

打設

左岸

側

コンクリート打設状況

湧水箇所②(令和6年2月27

日)

湧水箇所②(令和5年11月15日)

湧水箇所③

(令和5年11月15日)

無筋コンク

リート打設
コンクリート打設状況

湧水箇所③

(令和6年2月27日)

ファイバースコープカメラによる確認状況湧水箇所①



【業務】

実　施　状　況　等

　国営宇城土地改良事業計画に基づき整備計画を検討する
ため、浅川工区のほ場整備の実施設計を行うもの。

〇現地測量
〇地質調査　ボーリング調査、土質試験
〇ほ場整備（実施設計）

表彰理由事業名 宇城農地整備事業

工　期 令和３年７月30日～令和５年３月15日

業務名 浅川工区区画整理実施設計業務

業務の概要

受注者 若鈴コンサルタンツ（株）九州支店

契約額 56,100千円（税込）

　本業務は宇城地区で最初に着手予定の浅川換地工区の区画整理工
事に係る実施設計であり、今後、他の換地工区の基本となるもので
あった。新型コロナウイルスの影響で工事委員会の立ち上げが遅
れ、地元の意向確認等ができない状況であったが、対策解除後は効
率的に業務を進め、工事の発注に間に合わせた。

　調査業務では、業務対象地域の土質が軟弱であり、構造物の沈下
を防ぐため、地盤支持力の把握が重要であることから、揚水機場予
定地のボーリング調査と併せて、スクリューウェイト貫入試験を提
案し、地区内の基礎の検討に必要な地耐力を把握し、現場条件に
合った構造物の設計を実施した。

　設計業務では、地下水位が高く土質が軟弱な旧干拓地の現地特性
を踏まえた構造物の設計を行った。また、工事委員会に参画し、地
元からの要望を迅速に検討して設計に反映させることで、予定どお
り業務を進めた。
　
　本業務の成果を基に令和６年度までの工事発注が計画され、過年
度工事は当該業務で設計した成果どおりに完了し、令和６年度工事
についても、業務の成果品どおりで工事を発注している。

　以上のとおり、本業務はその成果が優秀で、他の模範となるもの
であるので、優良業務として表彰する。

調査業務
現地の土質定数の把握のため、ボーリング調査と併せ

７箇所でスクリューウェイト貫入試験の実施を提案し、

土質定数の把握を行った。

設計への反映
現地の調査結果の構造計算への反映を行った。

設計業務成果品による工事の実施状況

着手前 完 成

ｽｸﾘｭｰｳｪｲﾄ貫入試験 工事委員会に参画


